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論 文内容の 要旨
第2章 発芽時における子葉細胞中の蛋向質頼粧の形能変化および貯蔵蛋白質(種子グロプリノ)の
局在住
カボチャ種チ，子葉細胞には卵形の蛋肉質頼粒が多数存在していた。蛋白質頼粒の大部分を占めて
いるのが蛋肉質結晶体 (クリス タロ イド)である。種子の吸水が始まると蛋白質頼粧は融合する。
発芽3日目になると蛋白質結品体は小さくなり，周辺のマトリ yクスが内容物の密度の低下と同時に
大きくなっていった。さらに吸水融合，分解をくりかえ して，やがて細胞の大部分を占める液胞へ変
化していった。この過程の蛋白1tの分解の特徴は蛋白質結品体Ij:周辺から，マトリ yクスは内部から
消化されたことである。種子グロプリ ンのケイ 光抗体法によると.蛋白質結品体は全くケイ光を示さ
ず，発芽千葉の7 トリ ，'7スのみがケイ 光を示した。蛋白質結晶体は極子グロプリンから成ると考え
られるので?ト 1)";クスのケイ光は. グロプリンの分解産物によるものであろうと推定される。
第3章 カボチャ種子グロプリン
本グロプリンは分子量56.000と63∞Dの2径のサプユニ y トをもち，各々のサプユニ y トはy鎖(分
子量35ρ00)と8鎖 (22.∞0)の2本のポリペプチド鎖がs-s結合したものであることがわかった。各
ペプチド鎖を分雌L.その蛋白質化学的性質を調べた。グロブリ/は発芽時に分解されるが，その分
解過程の特徴は，一度にア ミノ酸や小ペプチ ドへ分解されるのでなく， 一旦限定分解を受け，グロプ
リンより溶解度の高いFα.(分子量45.∞0)を生じ，それが次の分解ても小分子に消化されるという 2
段階から成っていたことである。 Fa.eはy鎖の分解物 (分子量約20.000)と8鎖がs-s結合したもので，
46 -
第1段階の分解では館員は分解されずy鎖が優先的に限定分解されることがわかった。
第4章 蛋白質分解酵素と貯蔵蛋白質の分解
シクロヘキシイミド存在下で吸水させた種子中にはグロプリンを限定分解しFωを生じる活性が存在
した。これは分離したy鎖を分子量23，000と13，000の2種のペプチド鎖に分解したが， o鎖を限定分解
する作用はなかった。またFαβとS鎖に特異的に働き小ペプチドを生じる活性も見つかった。一方正常
発芽子葉よりの分解酵素はグロプリンに対する活性が弱かった。その一つであるBAPA分解酵素(Arg
の後を切る)を精製したがグロプリンを分解する作用はなかった。グロプリンはArgを多量に含んで、い
るので，恐らく第 1段階(グロプリン→Fas)と第2段階(Fω→小ペプチド)で生じた小ペプチドの分解
即ち第3段階に働いて アミノ酸を生成していると考えられる O
論文の審査結果の要旨
種子の休眠打破に伴う活溌な代謝の動きの中で重要なものの一つにいわゆる貯蔵蛋白質の分解があ
るO この機構の解明は発芽現象の理解に必須と考えられるが，そのくわしい研究は少なく，多くの問
題を残しているO 原は貯蔵蛋白質をもっとも単純な形でグロプリンとして包含するウリ科とくにカボ
チャ種子グロプリンの発芽に伴う変動を研究し新しい知見をえた。先ず発芽に伴う種子の細胞が幼植
物へと変換してゆく様子を電顕，高顕でつぶさに観察し，蛋白質結晶体が吸水後まもなく周辺より
消失し，逆にマトリックスは膨張と融合をくり返して広がり，やがて液泡水となり蛋白質加水分解の
重要な場所へと転換することを突き止めた。これらの変動を分子の変動と移動に関連づけるためグロ
プリン及びその限定分解物の蛍光抗体を作り，電顕観察をくり返したところ，吸水により結晶体が周
辺からくず、れマトリックス部ヘ移動することが確かめられた。従って限定分解により生じたフラグメ
ントF叫が水可溶性を増大していることと考え合わせ，マトリックス部への移動に伴う蛋自分解過程
を容易なものとしていることが示唆された。これらの現象を分子レベルで解明するためグロプリンと
Fαβのペプチト構成をくわしく検討し， α(MW63，000)とβ(MW 56，000) 2種のサブユニットがー分子
を形成し，それぞれが酸性，塩基性を示す大小2つのペプチドから成り，それらが1つのs-sによっ
て結合していることを示し，発芽に伴って大きいペプチドの 1部が切断され，可溶性に変換すること
をつきとめた。最後にこの限定分解を起こす酵素が新しく合成されるものではなく，すでに種子に内
在しており，これが何らかの形で不活性な状態で存在し，吸水に伴って活性化される事実をっきとめ
た。
以上種子が発芽する過程を解析することによって今まで何の特別な考慮も与えられなかった現象を
新しい解釈にむすびつけ，今後の発展への重要な足掛りを与えたことは高く評価できる O 従って理学
博士の学位論文として十分価値あるものと認める O
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